
取組(１) 講演会 ※具体的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方

亀井幹子氏（公認心理師、臨床心理士）
演題「ジョハリの窓で自己理解と自己開示」

〈課題〉・具体的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方の継続指導
・生徒が主体的に他と関わろうとする仕掛け作り
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宮城県石巻西高等学校

ホームルーム活動を通して，望ましい人間関係を形成し，集団の一員としてホームルームや学校におけるより良い生活作りに参画し，
諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度や健全な生活態度を育てる。

「特別活動」重点指導事項

望ましい人間関係の形成 特別活動の支援力向上

本校「特別活動」目標：「望ましい集団」づくり

・「今まで私は他人と話が続かないのは何でだろ
うと思っていたが，今回の話を聞いて，理由がわ
かった。非言語とか，会話は肯定で終わらせると
か，大切なことを学んだ。」（１年生徒）
・「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが大切なことはわかっていたが，私
は苦手だった。笑顔や自己開示やポジティブ感情
の共有とか，具体的に教えてもらったので良かっ
た。」（２年生徒）
・「相手に興味を持って，しっかり話を聴きたい。」
（３年生徒）

取組(２) 先進校視察 ※地域連携の実際（支援方法確立）

①神奈川県立山北高等学校
学校全体で地域交流に力を入れている。地域の人と関わること

で，他者と話す力，自分で改善する力がついていることを教員も実
感している。

②神奈川県立上溝南高等学校
地域連携委員（有志）を中心に
各企画・運営を行う。

・農業体験（地元の農友会との連携）
・蛍鑑賞会（博物館学芸員との連携）
・バンダまつり（自治会、PTAと連携。子供向けイベント）
他、貢献活動、全校生徒向けの地域連携活動発表会

〈課題〉・教員のフォロー体制の確立
・生徒支援のタイミングの共通理解


